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第6章 避難所の形成から消滅までの

過程における諸問題

i丸 まず阪神・技路大震災に よ り

る状況と， それに伴い生じたさまざま

どから抽出・

れた避難所において刻々と変

ヒアヲング讃

し， さらに避難所がi日避難所・

機所となってか告り問題状況の変化をいくつかのステージに分類した結果をま

とめた. 次に， 神戸高校体育飴避難所およりf王子スポーツセンター避難所の開

ら開鎖・解消までの状況む変化を調査し 体育盤の避難所転吊iこ伴う諸問

らかにしたz

6.1 避難所の開設から待機所の関鎖までの過程

ト 避難所の開設か己閉鎖までの過程とそのときの問題

阪神間合各自治体は， 地域訪災計画に基づき多くの公共擁設を避難所に指定

していたが， 今[i:!Jのように数か月間にわたって大勢が避難生活を続け

まったく想定していなかった“ そむため， 避難所になった施設号機能が停止し

たち制約され， 日常業務の回複や行設サーゼス 活動に大きな支障があったが，

とくに避難所の劣悪な生活環境や， 避難者の退去を急ぐ行政と避難者の対立が

な問題となった.

とこで誌， 新聞報道その{患の記録や文献をもとに， 避難所の関投

(1995年l丹17 I::I)から避難所の蕗止(1995年8月20日)までの間の避難所での状

し， この期間栓[ 1 ]一[N]お4期に分類 した欄

[日混乱期〈地震発生から数百

1995年I月17日午前5時46分，

ら間もなく， 被災した市民が着のみ着のままで， あらかじめ地域

防災計醐で避難所記指定されていた学校などの公共施設だけでなく， 避難所に

指定していなかった市役所・広役所， 文化ホール， 美術能， 水族館， 公園，
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き地などにも続々と避難 しはじめたー 体育舘， 学技， 区役所などは 17 母のうち

iまぼ溝杯になった. 蓮れてき た人は悪条件の場所 しかとれず， たと

は下の階から避難者で埋まっていったため， 来るω7PJ!!J!;7Pつ

しか入れないなどの問題が牛，とた. 余濯がこわくて建物内に

入ちず， 自動車の中やテントで夜を過ごす人もあった.

早いところでは 17 日夜に教捜物資が届いたが絶対量が足りず， 1個のおiこぎ

りやノマンを何人もで分け合った. 避難者間で食料の馨い合いになり， 子供やお

りに当たらえ5かった避難所もあった.

は非常に早く， 多く したが，

夜間まで停電したところでは， ろうそくを立てて夜を通ごした電気がついた

瞬間には， 購難所で大きなどよめきや拍手が起こったという"

は水道やガス が出たところも，

まもなく使えなくなった， とくに軒水に よ る影響は大きく， 飲料水の欠之や，

水洗梗所が組問できないことに よ る避難生活への支離は深刻であった.

た ととに加え， 災害時に救援活動告すべき自治体職

員の多くが被災したこともあって， 避難者がいる場所や避難人数の確認， 救援

物資の内容と数量の確認に非常に手間どった やがて指定避難所以外にも多く

ミることがわかり， それらの多くは急きょ避難所に追加指定された

が， チント村は当初避難所と認知されず教援物資や食事が配給されなかっため

で， テント村の避難者泣水や会科の確保に奔走した

18 日にはボランチィアの第一陣が到着し 一部で炊き出しが蛤まった 19 日

頃から救援物資が全国から大量に届き捨めたが， 避難所では禽料や教援物資の

配分ノレール， 場所とりなどをめぐって避難者どうLのトラブ〉レが多発 した. あ

まりの過密状態やプライパシーのなさに耐えられず， 避難所を退去したり， 校

ント生活を始める世帯もみられた.

遊難所iこは訪克， 高齢者， 身障者， 痛弱者も避難 してい

手がまったく足らなかった. また， 20 I::l頃からインフルエンザが流行しはじ

め， 多くの避難者が体調をくずした

2 3 日頃までに多くの避難所で最初の避難者名簿が作成され，

うやくはっきり してきた. 以後， 新たな入所やi票所iこ梓い，

樽が何泣かっくり産された

構造体に被害が生じたり天井や照明が落下したために，

捷えなかった(多くの祢育館や講堂入余震に よ

移動してもらった 周辺から火災が迫ってきたた

して

ため避難者ι

した 臨海地帯のLPGタンクからの

の危i設に よ り避難勧告が出された など，避難所白持が危険にさち
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1 月17 日 地震発生と

早朝から甫話回線が輯鞍し， 被災地への電話が通じにくくなる

間もなく水道やガスも使えなくなる

見が議!日する

20日 東灘罷に為る1 告か所の 要避難所で自 得離が投き出しを始める

23日 応急送電が完了し 全域で電気が低値目する

避難所での避難者数がピークになる

被害の比較的軽か った神戸市北沢 ・ 西区を 中心に学校が再開

[宜]秩序穫守備期く地震発生後I週間一1 か月

1週間後には， 金料や飲料水が各避難所に安定して棋給 され姶めた， 避難所

に自 治組織ができ， 避難所ごとに運営jレールが決めちれた.

避難者に風邪， 不当比持病悪化江どの 症状がH立ち， 避難生活の疲れや将来

の見通しに対する不安がつのる江か ， 避難所の教援物資め大量持ち埼り， 部外

者の出入りや避難者の無断撮露， 盗難騒ぎなどのトラブノレが続発し， 避難所が

とげとげしい雰開簡にお った. また， 避難所で動く若議ボランティ アも， 寒さ

と疲労で誕限状態になった.

こ たっ し し， すぐに

ブレーカーが議ちるので翻人の需気使用が禁止された.

庫内での避難 生活に耐え 込れない入 が，

余震 がしだいにおさまるにつれて， 避難所的プライパシーがない， 配給 され

い， メーュー ど， った.

2月1日に神戸市が r金料の安定供給が可能になったJとして， 自衛隊の故

き出し中止そ決定したが， 避難所の住民はγ水道ガスも譲!日しておらず死活問

し， 炊き出しの継続を要請したが受け入れられなか った.

避難所で信金事の 舵給回数やメニューが吉治捧聞で大きな格廷があることが

わかち， 避難者的不満が高まった避難所に食料だけを受け虫りに来る被災者

が増え， 避難者数と請求される食料数の開きが大きくなってきた

学校が次つま再開されるにつれ， 学校と避難所の共存が問題になり， 自治体

は避難所の解消について検討を始めた. その一方で， 共庫県が各地に仮設ぷろ

や温水 シャヴ一号設費したり， 神戸， 芦罷， 西宮の3市で ， 約100か所の避難

崩む周辺を 中心iこ出灯や防犯灯を 再生する「ライト アップ作戦Jが始まるなど，

避難所の環塙改善に向けての対策が本格化した.
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l丹25日 神戸市など寸躍度4の余震

31日 電話が全域で謹!日する

2丹1 l:J 問滋43 号録む通行捜制が始ま る

2足12 Bか色陸上自衛隊の炊き出し

3 日 読蕗島五怠町で般初の応急仮設{主宅の入居が詰まる

3日 下学校や訳役所では， いずれ移動をお顧いすることになる」

(神戸市民生局)

6 日 神戸市区役所に避難していた人が淑去を要請され，

残る1人をi諒き， 毘設訴から避難者がいなくなる

宝草市 ・ 担丹市.で応急仮設住宅の入居が始まる

11日 韓上自衛隊の吹き出しが取離区自10か所を最後ぷ終了する

14 H 致府がr阪神 ・淡路大震災J と

15日 神戸市で応惣仮設生宅の入居が始まる

16 日 神戸市で仮設教室の建設が始まる

神戸市宮地下設が3駅通i践で全線再開

[III ]自立運営期く地謹発生後lか月頃-3月

ガスの復旧が進むにつれて， 避難所周辺生氏への食事の提供が打ち切

られる， 避難所から自宅に戻れる世帯と理去先のない世需がしだいにはっきち

し 被災者聞の格珪が目立ちはじめι

はじめる. 新学期者控えて学よ主のポうン

ティアが激減し， 自立した避難所連営が迫られる.

旧市街地内で応急仮設住宅思地の確保が難航する.

ニ次募集分か込希望地を申告できるようになるが， 被災地か

は抽選倍率が抵し さきさ

が指摘さオ1..， ボランティアや行設による る.

2月初日 神戸市で避難所の実態調議が始まる

23 B 芦屋市が特設の紙製間仕切りパネノレを避難世菩iこ記給する

お日 樟戸市のすべての学校で教育活動が再開される

27註 神戸市の全小学校で簡易給食を再開

3丹3 H 兵庫県内の避難者数がぬ万人そ割る

る

17日 兵庫県知事が避難所の統合を表明

24日

26日 bれる
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28日 「謹区の復興後めざす会Jが，

る要望書 を神戸市に提出する

31日 臨機部む一部を掠いた神戸市企墳で水道の応急復!日が完了

[IV]灘難問解消期く4月初め棋 8丹20日〉

4月に入って水道とガスがすべて謹IBL， 鉄道も順次全線開通する .

新年重 ・ 薪学期をi即え， 自治体の避難所解清の動きが活発になるが， 応急仮

交通の便のよい応急坂設在宅への希望者の集中による抽

選漏れなどにより遅難者の減少ベースが鈍くなち， 生活再建のめどが立たない

なる.

ボランテ ィ アの撤退， 避難者a の減少にともない避難所 の 自治組績が弱体北

し 避難所の灘営が困難にな っ てくる .

4]3中卸以蜂， 避難所を解消する 自治捧が続出する .

月10 1::1-14間以紘避難 所生活者の人屈を優先

する.

5 月に入って， ハェ ・ 2色合発生や食中毒の心配などが問題になち， 神戸市が

約300 か 所の避難 所 に保冷離や大型冷蔵庫を設罰したり， 配給弁当をクーラー

ボックスに入れて配j迭するなどむ対策がとられる. また， テント|勾の温度が40

震前後に上昇する， シートに雨がたまってつぶれる， 台嵐で吹き飛ばされる 心

配など， シぶjレターとしてのテントの眼界が問題になる ‘

ぐrtï議員と

もれ， '"J 

せんの集計結果(7月ι避難所生活者約2，9∞世帯が避難所から出るめどが恕いことが

判明入避難所斑止反対運動などにより， 神戸市が避難所解消予定日を延期す

る鷹

4月1日 JR神戸線が全縄開通

10日

111::1 大阪ガス

16日 明石市川| • r弱技量Iで避難所が解消

17日 る(盈18率100 %) 

19 EJ 共賭県内の避難 者数がS

26 1::1 神戸市が民間施設， 20 人以下の小規模なもの， 学校施設の避難

5 月 7日

9 1::1 

訴を集中的に統斑合を進める方針告表明.γrli内き

平くもっていきたいJ

る

る(16 Dまで)
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議難所i選営熱7のお知

阪伸・

た方々

神戸市では、 Sg2むUで、

徐におかれましては、

ょう;[，i悪霊し、しらずこしますれ

平成7祭

神 害対策本叡

国6.1
遊撃所に置かれた

f避難所連営経了のお知らせJ

182 

10 f:I 神j-=i市が避難所 在一二段脅で続露合し，7月末をめどに解消をめ

ざす方針を表明

12日 兵廊県階部に大謡選水響報が尭令される

19 l::I 神戸市が避難 語む実態調査の粕県長発表 r7害jがめ

29日 兵塵県内の避難 者数が3万人を割る

抗告 宝主雲市で避難 所が解消

8月§討 神戸市西区の避難所 が市内s 誌で初めて解消する

12日 阪怠神戸粧が全線開通

18 B 

19日 芦室事 で避難所 が解消

22日 兵感動斗の避難 者数が2

26日 較神本線が全線開通

27 B 神戸市が7月末までに市内の全避難所を解消し， 食事配給安打

7 月l日

ち切 る

2度引の大雨洪水警報が発令される

神戸市が名譲難所に， 7月末に漉難所を解消し

主主も終了する「お知らせ」をはり出す〈顕ι。

7日 神戸市白避難 所解消方針に全神戸遷難 務連絡会が反対を表明

11話 盟中市の避難所が解渚し， 太寂府下の避難所が解消する

19日 応募者の約6 140 

世帯)が抽選もれ うち避難 所生活が2，063世帯， 今田応募し

なかった避難 所生活者が約2，000世搭， 7月 の避難 所 解消

詰訴i難になる

24 l::I 神芦市は7月末の解消 をめざしていた避難 所を8月以附

所とし

定

せ， 8月20日 H とすること

31 l::I し， 避難所が残る自治体泣神

t:tに詰 る

ポートライナーが全線開通

8丹10日 神戸市が， 市内 247か所の避難 訴 を8月初日に閉鎖し， 8月末

までに待機所に移つでもちうと発表

14日 神戸市内の避難者数が1万人を割る

20日 神戸市が災害教崩法の適用を終了し， 自治体で避難所

が需鎧される

;神戸市内の避難所216 7，600 る
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i 避難所の賜鎖そして待機所の開設から間鎖までの通程

寂神・ 淡路大震災により， 兵庫県内だけで子か所以上開設された避難所

1995年8月20日にすべて閉錨された. 持戸市は翌21日に， 現役の教育施設を

く 12の!日避難所を待機所として開設したがべ その時点でι8 15人む避難

っていた神戸市は， 避難所開鎖後も殺る避難者に応急仮設住唱の斡旋

うなど， 避難者の退去坦進を関ってきたが全員退去にはいたらず， 1997 年

3月31日に 5か所残っていた待機所をすべて閉鎖した時点でも，旧避難所

機所在合わせて 198 人が残っていた.

よ び 新間報道などをもとに，神戸市にお ける待機所開設(1995年8

月21日〉からi日避難所閉鎖(1996 :tド12月20日， 待機所閉鎖(1997年3月31日)お

よび それ以関の鞍きを整開し， 以下に示す[v]一[溜]の 3期に分けた.

[v]待機所開設・!日避難所期鎖期く8月21日12月2 0日〉

神戸市が災害救助法の適用を終了したのにともない避難所が間鑑され，

には避難所がなくなった.神戸市は 12 の議難所を新たに待機所に指定し， 告書

ごとに涼割りをしたり， 盟外にプレハブの校事投講を設龍して避難者の磐転に

た. しかし， 避難所を閉鎖した時点で残っていた6，67 0人に対して， 待機

所には約2 ， 000人分のスベース しか用意されていなかった. 待機所に

がなく， 使所の水道を生活用水として使用するなど 生活環墳は避難揖となん

ら変わらないこと， むしろ待機所に移ると避難所で築いた人間関係が途切れ

る， 待機所で新たな人間関捺を築くのがわずbわしい， 居宅かち速くなる， 仕

くのに不謹になるなどの理由で， 待機所に移る人誌少なかった幽

れた避難所以外は， 災害救揚法の謹用が終了した翌日的s月

21日から神戸市が出避難所と うになったが， 災害救助法にもとづく

の配給がなくなった以外は避難所と れ続 けた盆 神戸市は!日遭難所

や待機所の解消をめざして， っ允

神戸市が設定 した旧避難所の退去期霞目前日の 19 部年12月 19日の時点

で， I日避難所持か所に697 入の避難者が残っていた.

8 月21日 旧;避難所 12か所を持機所として関投する

21日朝の時点で20日夜かる避難所 196か所， 避難者6，672 人

iこ減少したが， 夜までにさ主に 1，紡7 人減与t 12か所の待機

うち10か所に 59 4人， 待機所以持の!日避難所 157 か所に

4，221人の計4， 8 15人が謹難. うち学校施設には 91か所に

3，97 4人が残る宥

2 3日 六申ライナ…が全議関連し，

*1 

東難{本育館， 東灘院長セ

ンタ一分館， 在吉青少年
々ンター， 翻彫公会堂，

求女保背話(以上東灘

区)， �王子スポーツセン

ター(灘監)， 下111乎小学

校(中央区入兵庫勤労市

民センター(兵班区L旧

新長田艶労
市民センタ…〈以上長田
区)， 墳欝区民センタ…，

議磨体育館〈以上議磨区)
の泣か所.

このうち， 下山手小学

授は地震当時すでに廃校

になっており， 平成6年

度神戸市地域妨災計画で

は避難所iこ指定されてい

立かったが， 校舎が残っ

ていたこともあって地震

当日から多数の被災者が

避 難してきたので， 忽

きょ避難所に指定された

指お， 持機所とは「被

災害が自立または空き町、

急恒設住宅iこ入閣するま

で， 暫定的に生活す る

場.J C神戸市)とされる

が， その名訴や役割につ

いて泣避難新のような法

的根拠はない.
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27日 西宮市が?丹3 1日に避難所隣止後も独自に続けて い

へ の食事の提換を斡える

31 I:J 待機所で 711入が生活し， 56か所の旧避難所が残る

9丹8 日 神戸市内 の避難者数が3，000入を割る. 46 の学校で避難者がよ主

活し， うち?校に50

28 B NGO の調査問が待機所 の見控しを兵盤県， 神岡市などに

求め る

30日 で残っていた 2世帯5 る

10月間日 神戸市内

12月15日 神戸市が待機所と 19部年3月 る方針を

る

待機所11か に336人 ， lt! 避難所4 脅か所に7 槌人 が避難

19日 持戸市内の避難者数が997人になり， 1，0∞入を割る. 1日避難所

48か所 に697入， 待機所10か所に300

20日 旧避難所の退去期限日を通える神戸市立御蔵小学校のグラウン

ド のテントに17人が生活

[VI]待機所む穎次期錨期<1995年12月21日…l鈎7年3丹31 B 

1995年12月日乱 神戸市は1996年3月末までに!日避難所と待機訴を解消

することを説明したが， 解語期摂まで 1か月に迫った翌年2 月の時点 で5か所

り， 旧避難所や公掘にも避難者が残ったため， 旧避難所

は先送ちとなった.

現設の学設は待機所の指定対象か 避難者 の退去を優先的に進めら

れたこともあって， 地震発生からほぼ1年後の1996年l月間討には避難者が

9か所(57入)に減った. 神rî市は|日避難所 の学校に残る避難者ι応

るな ど， 退去に向けて話し合 い号継続 したが 8月

が実施 した ヒ ア リ ン

するなど， 退去はなかなか進ま な いな

31日 れた.

だけになったが， いろ いろ手を尽くして

戸市は1996年四月時日， この2名に明

訴した‘

めどが立たないと臣答

待機所わ解消期限が1997年3月

の教室に残る親子2人

じなかったため， 神

しを求めて神田地方議判所に提

l合計年を追え， 200人以上 の避難者が待機所や日避難所で再び越年した 3 

月31 Hに詰待機訴の斑止期限 を迎えたが， そ 5 なお

26世帯43 し， また1996年12月初日に院議されてl年3か月あまり



第6輩 避難所の形成から消滅ま

たった 旧避難 所にも避難 者が残 っ た .

l言語6年平ばか品YI数富戸の ベース で極少

していたが， 1997年3月 1日から4丹1日 までの1 か月でし200戸あ まり誠少

し， 誠少ベース が初めて月1 ，000戸 を越えた. また， ピーク時には l臼2万 人

いた ボランティ アも， 2 年2 か丹経 つ た1ω99併?年3月 iにこは60∞9 人器度に まで

たた. 紐織の維持や活動費金面で限界 に達したボランラテユイ ア閉{体本 i拭立解散していつ

たが， ボランチィ アを必要とす

まだ多く桟っている.

12月28 日 380世帯824人 が待磯所と18避難所む計42 か 所で越年す

し 「強制約な涯去を求めることも検討せざるをえないJ

1996年

1丹I日 約220世帯550人が待機所と!日避難 所で越年

17日 地震か ら1

2 月 21日 待機所と公閣のテントなどの 18避難 所36か所 に308世書630

人 が生活. 神戸市は18避難所と持機所を3月末までに解消す

る」ぢ針せ法的措読も検討へ

4 月I 日 神戸市i与の避難者数が500入 を割る. 待機所6か所iこ87 世帯

139入 ， I日避難所24 か所に151世帯356人が議難

6月 3 日 神戸市内的避難者数が400 人を寄iる. 待機所 5 か 訴に66世帯

103 人， 公園など出避難所19 か所 に129 世寄296人 の 針195

399人が避難

14日 神戸市内の持機所5 か所に 102人 . 18避難 所18 か所に287人の

計389人 が避難

8 月 19日 避難 所閉鎖 か ら詰ぼl年が経過したが，

23 か所 に179間帯356入が避難

ンターや公園な

9月4 日 の孤独死が累計 l∞ 人になる〈兵庫県99ん大書記

府 1人)

30日 阪神高速道路神戸線が全続開通する

10月 l日 誌念、低設控宅出入居戸数がs月1日か 主1 か丹で637

し， 4万戸を切る

12月10日 神戸市が，市内の応急仮設往宅解消 が 2000 なる可能性が

高いことを明らかにする

18日 親子2名に明け

渡し
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1997 

3 0日 県外避難者のネットワ…ク「 りん りんJ

象lこ行っ たアンケートの中間集計で，

が立 たないと

ど

1 月1日 待機所と!日避難所で2度目の 越年

37，241 戸で先丹1日より9 71戸誠 る

6日 神戸市内の待機所5か所に32世帯51 人. 1日避難所13 か所広

85世搭183 人が避難

17日 地鼠から2

28日 爵原市立山手中学校グラウンドの応急仮設住宅の撤去が蛤まる

2月1 日 近畿部設局が被災地以外へ転出した人への郵便転送期間を1 年

間再延長する ことを決める

28日 待機所5か 所の泣 か公園など計1 7 か所で108世帯22 0人が避難

東山小学校の教室の明け渡しを命じる判決が出されるが， 強制

撤去は認めず

3 月1 9日 東山小学設の明け渡 し判決が確定

24日 神戸市が東!J I小学校で、暮らす2 人に対する強制執 行を神戸地裁

に申 し立てる r春休み中には教育の正常化を関る必要があ

り， やむをえな

31臼 待機所の解消期限を適える‘ 5 か訴の待機所iこ26世帯43 人が

らすが， 神戸市は強制退去拭求めず， 応急援設住宅の斡旋

を続ける

3か月あまり前に閉鎖され たi自避難所12か所に155

人が残っている

[四]待機所廃止以降く1997年4月l日以時一

1997年4月に待機所 が斑止され， 待機所は旧待機所として扱われる.

応急仮設住宅め掻去が本格化すι

5月に応急坂設住宅で、の孤独死が15 0人をこえ る.

4 月1日 3丹の応急仮設住宅退去者が過去最高の1，212世帯にのぼ る. 1 

日現在， 応急仮設住宅に残 る契約者数辻3 万4，624世帯

7 日 東山小学校 に避難していた2 人が， 強制執行 前に

しているのがわか り， 学校か ち避難者がいなくなる

1 0日 応急仮設住宅で初の餓死者〈剖富市入兵}京県下の 応急援設住宅

での孤独死は141 人目

28日 待機所になっ ていた らしの女性が首吊
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り自殺しているのを発見. 死後1 0 ヨから2 :ì題間

5月15日 大阪市民向けり東三国定、急仮設住宅〈大叡市提)11尻〉が大阪府内の

として初めて轍去を開捨

6月初日 公留を含む |時 避難所14 か所に 80 世 場164 人が避難， I日待機 所4

か所にも15世帯2 5人が残る

ところで， 自治体が発表する避難 者の数は， 避難所. I日避難 所， 待機 所iこい

る人だけであち， その他の場所に 避難している人や 5万 5， 0 ∞人以上ともい

わ れる県外避難 者の正確な人数や状況は十分把握されていない. とくに. !県外

避難者への連絡がつきにくく，

どの行政 サ … ピス情報が十分行き届か ないことは， 大きな問題である.

1997年6月1 日 の時点、でまだ3万1き973世帯が応急仮設住宅に入居

し， そこでの膿独死が 6月で累計160人をこえている.

大甑府内の大阪m民・太鼓府民向けの応急仮設生宅は1997年秋までに解消

する見込みであるが， 同じ大阪府下でも兵庫県民向けは当分の間残る

れている. また， 兵躍県は19 的年度までに応急仮設住宅安解治する予定である

が， 神戸市はその解消が2 000年春になると予憩している網 しかし，応急援設住

は収入の少ない高齢者や働き口の見つからない人が残される額向があち，

どおりすべて解消するには困難 が予:慢される.

; 避難所・待機所における問題発生の事態的要国について

避難 所の開設から待機所の閉鎖までの特ステージで生じた問題には，

よちず地震発生からわ時間にのみ関認するもり(停電多既7k. 水や食料の窮乏など)

と， 地震発生の月・季節が異なれば現れなか った， あるいは別の時期に問題が

生じたと考えられるもの(塞さ対筑夏場対策など〉に認定立しておく必要がある.

とくに季節的な問題は， 地震発生的季節や月によって開騒が現れる時期やその

ー海刻さが大きく異なることに注意しなければならない.

たとえば， 今回の地震がもし真夏に発生していれば， 当初の寒さ対策が不安

になるか わりに， 地震直後かち配給食料の保存期間・保存;方法， 必要な散料水

どの掲き

ノ\

{云染病や食中毒の危験牲が問題になるであろうし， ヵゃ

なかでの過密状態， 下者の替えや入活に対する欲求の強さ，

しさ， 自治体職員やボランティアの疲労の程度など， 避難所におけ

る衛生面や居住環境的問題む現れかたも大きく異なったであろう.

また， 阪神・浪路大震災ではボランティアの活離がめざましく. 1 99 5年は

γボランチィア元年Jと呼ばれた(関6.2入兵庫県下だけでも，

るの2 週間に活動したボランティアの延べ人数は約む万人にのぼったが(兵庫
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関6.2

バイクに乗って活躍する若いボランティア

(1995年I月20自， 西宮市内)

本2

毎日新聞， 1995年2月4
E夕刊〈大阪版)

キ3

待円新聞， 1995年3月

30口朝刊(太甑版〉
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県調べ;以下同じ)， 瀧難 所の連営がしだいに被災者の手にゆだねられるように

なったこともあって2月品開延べ約38万人. 3月で約17:h人iこ誠少した.4 月

記入ると学生ボランチィアの多くが去り， 3万 6，000人に減少した. 5月以降は

廷ぽ2万人注目後そ推務し この71<準iま1997年蒋まで続いている咽

ι 通告難所を違去しない理由について

ら8日経ったl月25日， 芦屋市災害対策本部が尼崎港2

のブエリー避難所γすずちん丸J(8，847トン)の入居募集を始めた. 調室， また

はベニヤ板で 6畳間ぐらいの広さに仕切られ， 共用ぷろ， 騒房付主医師・ ボ

ランチィアが常時滞在 1日1，000円の食費という， 同じ時期的地の避難所と

比べると破格ともいえる貯条件であったが 2月4日現在， 募集持の3∞人を

大幅に下回る21人の応募しかなかった. 不人気の理由は，指定避難 所と違って

あったことよりも， 阪神沼崎駅まで約3km. 通勤時間帯にパス3

本のみという受過の便の認さにあったと臣、われる叫.

また3月の初めには， 民原佐民・兵!事県知事が「桜の咲く頃には，

も解泊できるだろう」 ったそうである料.

であったかもしれないが， 避難 者の多くが持来のめどが立たない4月

で神r王子行が f7月本で残った人は地場福祉センターなど各広lか所 程度に統擁

合するJ方針を打ち出したり， 応急仮設住宅を北区や西思， ポートアイランド

のはずれなどに大愚ι建設を進めたこと泊， 応急仮設在宅の建設用地の確保に

難航した事構があったとはいえ， 避難所やテント生活を強いられている避難者

とは大きくかけ離れており， 結果的に数合わせに終始したような叩象が

ぬぐえなかった.

iま， プライパシ←のない避難所 と比べれば稿段に住みやすい は

ずなめι， せっかく当たった 応急板設住宅への入届を辞退したり， 鍵だ

取って号iっ蕗きない世害や， 神戸市の応急援設住宅最終募集(第五次)に応募し

なかった世帯保y 2，500世帯)があり， 神戸市が応急仮設住宅48，3∞



第6章 避難所む形成か色靖司減までの過程における諸問霜

したあとも， 出住地から速い蕗急仮設住宅を中心iこ空き

2，0∞戸にのぼった. また， 避難所の麗止時期が当初予定の 7月末から8月20

Hにずれ込み， 避難者の12 か所の持機所への集約も患う ように進まなかった

ばかりか， 1 997年 5月の時点でも出避難所やi日待護所に避難者が残っている.

以上の経通吾みるかぎり， 結果的に行政の見通しが甘く， 対盤も不十分であっ

たといわれても仕方がないであろう.

ところで， 応急仮設生宅が空いているのに， 待機所や!日避難所， さ己記は公

闘に生むことにこだわったのは江ぜなりか. その開出品， 薪間報道からだけで

も以下のよ うに数多く拾うことができる.

たしり

きないJ

ある今め土地から離れたくない」

せたくな�ìJ

しているJ

γ通勤が速くなるとパートを解雇される」

の問題

「朝単い仕事なので， 遠く

「遠く しができないj

下通勤や子棋の通学に時間がかかりすぎる

「希望する lìJ 

は狭くて住めないJ

。経済的理由

も

「近くの質賃在宅はマンションしかなく， 家賃を払えない」

γ職場への交通費だけで収入の半分が飛んでしまう

。纏痩・

る

くむ荊院で人工透析i-受 けているJ

くに介護者が注んでいるJ

「遠距離通勤するだけの体)JがないJ

ら していく自信がないJ

。そり他

なlìJ

し た避難所の口ミュニティや人間関係が途弱れてしまうJ

っていて新築できない」

なりになった者が損をする
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*4 

加藤寛民は地震当時，

ジャノfンフットボーjレク

ラブ所)請のサッカ

ム「ヴィ ッセlレ神

(1996年11月四日にj

リ…グ界鴇法定， 現j

1)ーグ〉の宵成部長. 神

戸高校体腎鵡議難所の

ワーダーを務めた活醐が

評罰され， 1995 年度 ユ

ネスコ ゃ 日本フェアプ

レー特別賞9 ユネスコと

国際オリンピック委員会

などが選定する1995年

度国陸フェアプレ…繋推
溝部門業誉賞を受見ま
た1997年1月17日には

第40間関同スポーツ賞

功労震も党賞した.
本百

1月23， 24目はγ避難所

の状況記録ム25-26毘壌

から「避難語巡自記録ム

4]3 51::1から 「譲難所駐

在記鍾jへと名称が寵更

されている.

190 

これちの理由か して砕かび上がるのは， り

れないという， やむにやまれぬ心盟校態や生活状況である. 避難者が退去しな

い， あるいはしたくてもできない理由に十分配慮せずに避難者に退去を追ち，

応急仮設住宅に入崩させて表向きの避難者数倍減らしでも， 問題を解決したこ

とにはな らない.

まるJ

りたいが，抽選にiまずれたち避難所にとど

るめ どがな �)J r炎天下でクーラーも属呂もないテントに，

好き好んで住みたい者はいないJ

ければ，避難所を離れることはできないJ どうして

らせな いという どうしてわかってくれな いのか」という

兵庫県被災者連絡金が避難所廃止に反対す にもう少

な

は

を傾け，

である.

ら問題全考えることにより見えてくることもあるはず

6.2 避難所の形成から解消までの経過

一神戸高校体脊結瀧難所の場合

1995年3月民自の午後， 大阪大学柏原研究室の3

ワーダーである加牒寛氏*4を訪ねた.

神戸高校体宵館鵬

らほぼ2 か月が

経過してい 加藤氏や避難者へのと ア ヲング， 神戸市がつけていた避難所

駐証記録料(国6.3)， ボランティアが書き捜したノートやメモをもとに

ら2か月期の状況を揺ち起こした. また， さらに4月かろ丹1

り込み， 還難所が解泊するまでの状況をできるかぎり詳結に記録し

た(表6.1). なお，神戸高校体育館の避難所 への転用状況�i， 第4

照されたい.

翻6.3

1封24日付む「避難産の状説記締J.

鶴湾機iこ書かれた650人は，

議難者数者ぶすと盟、われる.

♂ よ宅聖佐織縦問時0.::>".ブ社宅見2雪己血事隆

l節を参



第6車 避難所の形成から靖械ま7:の過程における諸問題

畿6.1 神μ高技体育館避難所の開設から閉鎖まで

(左壌は円付をぷす. γ J内は避難病駐在記録に書かれた内容)

1.17 早輯， 地震発生‘ 直後から在民が体背舘に遊離.

当初は水が出た .

1.18 初めてiちから救援物資〈ちんど， ぉ;こぎり〉が届くが豊がφなく，けんかになる.

後に避難請のリーダーに選ばれる加藤氏が夕刻， 家族とともに漉難してくる.

500人ほどで満杯になり， �t瞬0)柔剣道場にも避難が始まる

の柔道場から埋まり， ついで鰐道場が埋まったL

夜， 避難訴i露営めJレールを考える.

電気が権IB. 水が出なく主主る‘

1.19 朝， 避難所翠営の基本方針告書き上げて躍に措示する‘

朝かち避難所が動議出す.

1.20 神戸高校0日で神戸大住のKさん〈女性〉が体育館に入り， ボランティアの中

心的存在になる. 以後， 加藤民を中心に， 神円高校OBの大学金， 神戸フッ

トボー ノレ ク ラ ブユースの若者が ボラ ンテ ィ ア として集まる.

ボランティアがプールの水を運び， 水洗トイレが流せるようになる.

1 . 20頃 誕設ト イ レが届 し 洗濯機を持 ち 寄る.

1.21 地震後初めて雨の予報が出る. テント避難者が体樽舘に避難してくると予想、

L 館 内むス ペ ー スを詰めて受 け 入れ態勢を と るが， 誰も避難して来な

かった.

とれたので， 以後共通スペ ース(通路， ま11， 自 南 に金ベ 告 れる

意料， 石油スト…ブなどむ罷惑場所)として孝IJ川.

1.22 全員で一斉に下着を替える.

1.23 神戸市が避難訴の状況の記録をつけ始める‘

1.24 プールからの本くみ出し限界. ポンプと発電機奇襲望J

「在だけでも暖かい食べ物をJ

1.27 ボランティア多数.

避難所組織同く案)を作成， 加議員が藤難所の幹事長( 1) ダー〉に選ばれ， 総合

調整・捧外担当iこなる.

受社資材， 靖掃多 トイレ， 金事， 欝備， 衣類， 洗理，医務， 教育&スポーツ，

り警 告治組識ができる.

-.'8の予定(起床， 構様， 学習， サッカー， 集会， 就綾などの時間割)を作成‘

体宵館む避難おを4硬に分け， 主主事と清織を分担.

「属品に入りたいjγ生鮮食料品が欲しし勺

1.28 福陪県の医櫨チームが到殺し 震構室iこ3珪が常駐.

NTTが仮設議話役2台設置。

1.29 カゼの流行;1J).心配J

1.下旬 避難者名需ができる鑑

避難者は全体ミーテイングで意思伝達， 加藤氏とボランテイアはスタッフ

ミーテイングで運営の改善を行う.

2. 1 いったん水道が出るようになるが， すぐι使え主くなる.

神戸高校が控業を再開.
2.2 I低投トイレ10台でOKJ

2.5 Iー官一護でいいから壊かい食事がほしいJ

γ公共の人間を受付ーに霞いてほしいJ

2.・g顎 本語が檀i話する.

2.13 仮設損呂場試運転‘

γ不審な人がいるので在意J
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2.14 仮設j瓜田の使用開始.

2.20 こ の 日から灘区 と応援自治体から常駐者が派潰さ れ る.
2.22 部H夕方， 自主的lこ炊議出しが始求る.

2.24 間仕切パ ネ ル告校関し て ほ し いJ

2.米 食料が大量に余りだし， 野菜・県物以外は， ほとんど足りるようになる.

周辺でガスが僅|円し始めたので， 付近住民への食料供給を止める.

ボランテイアに疲れが見え始める.

3. 1 全体ミーティングで， 3月12日に柔剣道場の避難者に体育館へ移動してもら

い， 業制現場lこトイレがない， 被間轡備の都合上などの理由lこより

場避難所骨体開館 組難所lこ一本イじする こ と が 、決 議 ι

i反投唱間接1台股間.

3. 4 ボランティアの司令塔であった人が避難所を去る.

3. 8 物資合庫の轄理が検討される.

市の避難者数調査に対 し ， 昼間 50人， 夜間 250人 と 凶答.

3.上旬 退軍者が増える傾向がみ ら れるようになる.

3.12 体育館の灘難者のうち勧告やすい人に動いてもらい， 体育館の中央奇想けで

議費IJ地場の避難者告統合し， 6腕lこ再編成する(r神田高校村Jの誕生).

カセットボンベ， パジャマ， 大人用おむつなど告返品.

この頃ガスが櫨!日.

3.13 避難家族の位置と 班分 け の図を作成 し ， 玄関ホ ー ノレに掲示す る .

仮設トイレの撤去を要請.

3.16 初めて神戸高校体宵館避難所を訪ねる]

政事配荷人散を250人から200人lこ変盟.

3.17 NTTから舵剣瑚場の補間2台骨撤去すると連絡.

3.20 食事のメニューが3か月間ほとんど変化がないJ

3.23 介護人裕巡回サービスが終了する.

3.26 医療相談窓口(看護婦駐在)が巡回に変更される.

4. 1 ボランテイアが去り， 仮設風日の使用を中止する.

夜間(午後8時~午前9時)に響備員が配備される.

4. 3 保冷用コンテナ投!被の税日月がある.

4“自 当番制で党付告fR.却するように拙る.

4.10 自炊用カセットコンロを投置.

4.15 r洗い物用の仮設流し台を設置してほしい」

4.17 保冷周コンテナが到着。 家庭用冷蔵庫を屋外に設置.
4.20 [2回目の訪問] 5世帯(164人)が避難.

4.24 r網戸の世間勧告要盟J

5. 3 反枇胤自の撤去が河ι

5. 8 濃か ら 入 � ハ エが増 えるJ

5.10 体育館のチャイムを切ってほしいJ

5.11 電源工事が摘み， 保冷庫が作動開始，

5.25 [3回目の訪問] 66 世 帯(117人)が避難.

6. 2 最後まで残った:/;(性ボランティアが避難所を去る.

6.7 NTTが仮設宿話(2台)を撤去.

6.20 [4凹悶の紡問] 46世帯(81人〉が灘難.

6.21 繭風機用コンセントの増設γ.事.

7 . 1 神戸市が 7月末に避難所を解消 し ， 同時日食事の提供 を終了す る と発表.

7.18 [5回目の訪問] 33世帯(56人)が避難. ダニ発生.

7. 1 第5次仮設住宅の抽選発表， 18世帯(30人)が当選.

7.24 暑さのため障を開放していたところへ不審者が侵入.



第6雲 避難所の形成から揖減までの過程における諸問崩

7.25 仮設議話を撤去し かおりに公衆電話を設躍.

8.20 神戸市が謹難所のj軍営ならびに食事の睦換を終了.

8.21 [6西日の訪問] 3世帯(8人)が避難.

全員行き先が決まり， 避難誤解消が確定.

8.23 全員が退去し 避難所が解消，

8.27 本育館ι避難していた入と神戸高校生約80人が集まり体宵館む大掃除をする.

8.28 最畿の訪問] 外に大理ブミを接すのみで， ほぽ;元の姿に実ι

盟6.4 神戸商技体育館内部の状況は丹訪日〉 にコ

国6.5 物資倉庫になった観覧!市住丹20日〉 国6.6 麗外に設置された仮設思呂(4月初日〉

間6.7
漉難所受付む棚として重宝された下足箱(4月21円)
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*6 

柔剣道場避難所のリ

ダーであり， 体育館避難

所への統合後は副リー

ダー的存在であったT

民へのヒアリング(1995

年5月間日調施)による.

ホ7

谷口汎邦編『地震と学校

建築計画』第一法規出版
(1976)には福井地震， 新

潟地紙十勝沖地躍によ
る学校の被替と避難所開

欣時の間賜がi詳細lこ響か

れている.

1 . 神戸高校体育館避難所の開設から閉鎖までの概況

日， 被災した周辺住民が神戸高校体宵館に避難して議た. イ本腎館がほ

なると， その北隣にあ つ きの1

者で埋まりはじめ， ついで板の間のl階剣道場が埋まっていった. 柔剣道場の

2階にあるサプ体育館は遺体安置所としてあけてあったが， 結局， 遺体は運び

込まれず， また避難所になるとともなかった(図6.8).

と梁剣道場で収まり， 避難者の最大散は体宵館が約500人，

170人， 制よ説場が約120人の叶約800人であった叫. 敷地の最も山

側にある校舎棟は避難所にならなかったため 2月1日の授業再開以後も， 体

育の授業や運動クラブの活動が制限された以外には， 学校活動に大きな支障は

なかった.

ル} るこ

とはなく， れた. ;l股難所開設の初期にし

は， 避難所の運営万法をめぐって多少のトラフリレがあったようであるが， 以後

は比較的スムーズに運営された.

柔剣道場lこは専用便所がなかったとともあって， 柔剣道場避難所は3月12

H に体宵館避難所に統合された. 4月号目前に多くの学生ボランチィγ

4月 れた.

害が比較的軽く， 火災も発生しなかったので， 水道やガスの復旧にともない避

難者の退去は順調に進んだ.

8月初日には災害救助法の適用が終了し， 法的には避難所が閉鎖された. そ

っていた3世帯も23日には全員が滋去し 臨難所が解消し九 27 

日には， かつての雌難者有志と神戸高校生が集まって体育館の大掃除をし， 28 

日からは体背館が完全に正常lこ戻った*7

() 50m 
1...--四ー

間6.8 神円高校の配置図 保冷コンテナ(5月25日)
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第6章 避難携の形成か色消滅までの通控における諸問題

2. 神戸高校体曹舘の避難所運営iこ学ぶこと

く1) ハード面の利点

4章第I節でも述べたように， 神戸高校体育館は避難所としての機能転用

がしやすい空間と設議長構えていた会 その第一の盟副として， 施設のハード面

の水準が高く光実していたことがあげ色れふ この体背館には鰻覧席，男女別

の身障者寵所， 準備室・更衣室・ シャワ一室があるなど，

したばかりとしては整舗水準が非常に高いが， これは1994年に改築・

ぜあることと， 神戸高校がi日制神戸一中以来の歴史と伝統あ 一般の 材

兵藤県立高校的基準以上の施設整備が行われていたことが関係している九

(2 )ハード苗の問題点

神戸高校体育館は地誠肪災計画による指定避難所で為ったが 7 か見も避難

生活が続くことは当裁のことながら想、定してい江かったため， 長期にわたる霊

難生活の場としては， 以下のようなハード蕗での問題点が指摘された.

( i ) 体育館の竜謀容量やコンセント台数が起ら ず， タコ足配線になってブ

レーカーがすぐ議ちるむで， 冬季にもかかわらず電気毛布や電気ポット類

の掴人的な控用が禁止された

(註)空調設舗がえよいので， 冬から容は石油ストーブで曜をとったが，

では効率が悪か った また夏は届風機がs台設置されたが，配鰻は手本背準

備軍の配電盤から引き， 足を引っかけないよう空中をはわせた.

(蹴〉大部屋で避難世帯開や男女間のプライパシーの確課が盟難であり，

ボーjレの空き籍で間仕出りを作る， 布出の中で着磐えるなどで対処したa

Civ) 網 戸がなく， 初夏iこなりハエ ・ カなどの虫が出てきたので， 神戸市に ア

jレミ したが待っていちれず， 漉難者の有志が木製の輯 戸

を制作し取り付けた. その後 アルミ鶴 戸が届いたが， ぞれちは寵われるこ

たとえば， 改築前の伸育

館詰副休会場として続監

結がつくられていたの

で， 日文語挫の現体腎舘lこ

も， 地の県立高授体育轄

にはない立探な観覧席が

くられた(試JlII回世教

頭の話による).

臨6.10 謹韓j廷が礎11:された翌日の

体育舘内部の状出(8丹21 U) 

留6.11 驚難所が解消した体宵館で， パレーボール

部員がネットを撮り始める(8 FI 28 8) 
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本§

加藤 寛;スポーツを通

した災害に強い都市づく

ち， 建築と社会(円本態

築協会). 1996 {f. 1月号，

pp.52-53. 
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国6.12

持戸高校体育館の壁に張り出された

驚難所;連常のルール

となく， 観艶席最J::設のi鴇に置か れていた，

(v)非常用の照明が明るすぎ， 近くの人は夜盟れなか った.

( 3)瀧難所運営のソフト面

避難所としての謹われ}j‘讃樫や， 加藤氏， ボランティ アの話をもとに， 神戸

高校捧背舘避難所。運営が比較的うまく

とが考えられる.

(日避難所ワーダーめ加藤寛民が，

として， 以下のようなこ

「フェ アプレ

神 の徹底」などの基本理念、にもとづく避難所運営を心がけた料. 図6 .12

は， 加藤氏が18日の夜に自 分で作成し，体育館の壁に賠ら れたr避難所運

ノレJである〈のちワープロ入力されたものが避難者に配られた入加藤託を

中心とする避難所運営は， 当初こそ幸子余曲折があったものの， 避難者が決

めちれたルールをよく守って行動し， 避難所運常が軌道に乗ってからは自

ったトラブんもなか った九

〈品〉加藤氏が所属する神戸フットポールクラブか ら炊き出し用鍋・ コンロ

りた， 知人がブoロパンガ スを語達してくれた， 全国から本体育掠あて

に救援物資が届けら れたなど， 加藤氏の人i最長i還して多くの必要物資が調

達できた. また， 加麗氏が行政などに直接交諒して実現した要望も多か っ

たく郵便ポスト由設置など).

(温〉兵庫県立こども病践の医障で為る三戸民が加藤氏と日 りで体育館

っており，夜間の急病人の発生に備えた.

(iv)神戸高校OBをはじめとする学生 ボランティアが多数集まった.

(v)神 戸高校の教職員や在校生の協力と期解が得ちれた.

た本谷氏が加議民を信頼し， 避難所が長期化してもか まわない



くから加麗氏��伝えていた. ま

よく理解して行動した

6章 避難所の形成かち撲滅までむ過程における諸問姐

体育館が使えない状況を

(vi)避難者自身の鋭意正夫により， したハー くが解決ま

たは軽減容れた，

〈叫)周辺に全壊家屈がφなしまた大JJZの発生もなかったので， 7Ìく濯やガス

の復!司とともに る↑吐善が多かった，

(画) 1994 

し

・竣工したばかりできれいであったため， 避難者が毎日

日の8月 27日iこ誌，

態に民された(臨6.10， ι11入

以上のように，

間(ハード出〉のみならず，

して機能転用がうまく

けた. また全員が退去したあとの最初の日

と在校生が大描障を行い，

は平面・断部構成や設備面，

スタッフ〈ソフト瓶入災害時の潤難所と

本体育館が避難所になって間もなく， あそこ

の避難所iまよいという評判が立っており(タクシー運転手なら誰でも知っていたと

いう). 友人が購めた， 知人が呼んでくれた， 知人に紹介されたなど心理由で，

かなり培方からも避難してきた人が多かった(国ι13).

神戸高校体育館は， l艶難所機能への転吊が比較的容易で， しかもあ

で避難生活の長期化に耐えられる条件がそろっていたなど. f也の避難所と比べ

て脊利な条件が畿わっていた事 避難所としての体育麓建築のありかたについて

ハード・ ソフトの再富を考えるうえで， 貴重な事例といえよう.

m 

1000 m 

図6.13 神戸高校体賓館避難所へ母避難手干の希求線図
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避難所の実態第I部

神戸高校体育館避難所の解消にかかわる

1. 避難者名簿による避難所の退所状況の調査

( 1 )退所者数の状況

神戸高校体育館避難所では， 避難者名簿の整備以外に， 避難所をi且所する人

6.3 

日，

り， 1月31日

してもらっていた(凶6.14)剛

るる場内は住所と同 じ )

% 
100 

から8月間日の聞に退所した235世帯分がとじられていた.
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神戸簡較体育館 退塗閥
単 観的側 鎗“に叫ωしぐ"町、ゆ仰""!Ø'tど側 人的燃は係併なY秒間Jしか御省、λ下内い"

退所先別の退所者数(1週間ごとの業計)図6.16
神戸高校体育館
避難所の退宰届

図6.14
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第6輩 避難所の形成から消誠までの�程における諸問題

もとに1日ごとの退所世帯数と 牢10を求めたの *10 

がi頚6 .1 5でおる. 1月31日iこ却の退所者が出てか も3片中旬までは， ほぽ連

くが， それ以降はi票所者数が急誠L， ぜロの巴が多くなっている.

(2)退所先の状況

か にφ自宅， 近距離地域(譲毘および生田110東の中央区， [直

線距離でほぼ2.5 km嵐 ただし臨急仮設在宅を除く)， @ i義陣地(窃より以遠入 金

不詳(元の住所とi長所先在所のどちらか， もしくは詞五の記述がな

かった世害) �こ分け， 退所者数を退所先別に1週間ごとにまとめたのが国6 .16

である.

近距離地域への退出が全体の半数日上を占めており， 応急援設住宅への移転

は全体の1/6 程度にとどまっている. これは，

が比較的少屯く， 1<.災も発生しなか ったことから， 水道やガ スが復旧すれば日

って生活が可能な世帯が多か ったことによると，皆、われる. また，

した世帯， および遠隔地へ退所 したf世帯は 4月までに誌ぽ出尽くしてお

り， それか ら後は応急板設住宅への退所 世菩が増えている.

i 避難所からの退所にかかわる要国について

図6 .16 を見ると， 1 週間ごとの退所者数にいくつか のピークがあることがわ

か る. その理由を以下に考察する，

( 1 )水道の控i司との関連

「避難所駐在記録J ，こは. 2 丹8日恒に水道が寵出したこと れている剛

したがって， 崩辺地域もこ倍頃に相前後して水道が穫旧しているはずで ある.

ちょうどその期間にあたる1月31日か ら2月13日の間の退去者数が， 全期間

を通じて最大であり， またその内訳をみると自主に照る人の割合が高いこと，

この思辺司全壊した住宅が少なか った事実を考えあわせると， 水道の祖国が自

る大きな動機となったことは関連いないであろう.

(2)ガスの復旧との関連

同じく「避難所註在記録Jによれば，体育館のガ スは3)j 12日に種田してい

る， その前笹の期間にあたる2月28日か ら 3月13日の閉に退去者数が2番目

に大きいピークを示していること， そり開の退去者の内訳をみると自宅に震る

いことか ら， ガ スが復悶して告宅で‘履か い食事が#れる環壊が

ったことが， 退所の大きな動機 となったと考えられる.

(3)応急叡設生宅の建設との関連

3片上旬. 3月末-4月初旬. 4月中骨-6 丹中旬， そして8月に応急仮設在宅へ

の転出が多いが， これ壱神戸市 応急夜設住宅の鍵瀧しの時期(表6.2)と見比べ

その討までのi議所者数を

最経的に退街した人の金

数で鵠っ
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第I部 避難所の実態

表6.2 神戸市における応急仮設作宅の線渡しの時期 ると，両者iこはかなち強い関係がみ己れる. ただ，

第一次 車内仮設

大阪府下仮設

第二次 市内仮設第l邑

第2問

第3自

第三次 市内・市外援投

第四次 市内仮設

第五次 市内・車外イ反設

半11

たとえば， lE:rr真絡子:

阪神・淡路大震災現培報

告， 月刊体育施投〈体育

施設出版)， 1995年6丹

号制o. 299)， pp. 6-9. 
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2月凶器 3月12 B 

3月6 fj 3月 14日

3月28日一4月 13日

4 Jj 5廿 4 }3 22口

4丹5日- 4月23 [:j 

4月30日- 5月15日

5月29註-6月13 l::I 

7 月 22 日 8 丹 9 日

よれば， 8月ぃ)11.:.\ぷ1lX日系住古をい伊つ

はとんどがポート アイランドや酉区の板

設生宅に移転していることから ， これiこ当選しで

も鍵だけ受け取って， 入居していなかった世書が

8月になっ したケースもあったと盟、われ

る.

(4)その他の要困と的関連

7月18司-2 4日のピークは， 変体みの始まり，

梅雨明け， 本格的な愛の到来などが影響したと，目、われる. 8片iこ入ってからめ

なピークは， 避難所蝿止期限が瑞ってきたからであろう. このほかに，

で退新しなかった理由として， 自宅の修理が遅れたことをあげた世帯を譲

している.

6.4 避難所の開設から閉鎖までの経過

ポーツセンタ

[ 王子スポーツセンタ…避難所の開設から閉鎖までの概況

ポーツセンタ…〈離区) 'ì， 王子公園( 132，000 m2)内iこ体宵詑，

バレーコート兼テニスコート， プールなどを有する総合体育施設〈悶6.

る. 体育館は， 第二次官界大戦中に格納庫であっ た建物そ転用した!日体育舘を

京り壇した跡地に建設され，1978年9丹に竣工した. 鉄筋コンクリート構造4

7 ，193m2で，

した子官民スポーツの総合的な拠点、として寵われ， 神戸市地塙防災計画によ

る指定議難所でもあっ た 地躍により， 陸上競技場のトラックや観監出などに

被害が生じたが， 体育館の被害は軽散であった.

以下に，王子スポーツセンターに残っていた記錨，各種文献牢11および訪問調

もとに，避難所開設から待機所指定，待機所の解詰までの経過の韓略を整

理した*

日 ， 昼過ぎに職員が駆け つけたときには， ヲコ

ており，体育館はその日 のうちに1，000 人以上の避難者でいっぱいになった.

避難者の90 %避難問は1，800-1，9∞mで， 見沼の小学校の90 %避難問(500…

700 m)り2 告以上であった〈第3章第l部事顎工配給された食事詩最初おにぎり

などで品うったが， 王子スポーツセンターの状況がテレビな

もあって， 開も主く大量の救援物資が崩きiまじめに

れたこと

もっとも困ったのは， 断水により水洗控所が流せないことであった



第6章 避難所の形成かる消滅までめ過程ιおける諸問題

... 

母体育館

国6.17

器登山研修所
香水j股び人工川

二五子スポ…ツセンターの全体配援

が， 幸いにも商側にi韓接するプーノレ'<:7kがはってあったので， それを汲み上げ

て能った. また， 体習麓7 ') ナに誌冷暖開設備がなかったので非常に寒く，

職員は使い捨てカイ口を艶って閉った. 事務室の電話は， しばらくの間安否の

りっぱな しで， 職員はそお応対や避難者の呼び出しアナウンス

に追われた欄 l丹28 日に水道が復旧， 30 B �こは避難者をブロック分 けLた.

向衛隊む基地やヘリポートになり， またチニスコートゃ

補助競技場 ない学校の授業のため ι開放された(関合18) 馴 ま

た， っ たため， 補訪競技場がその

建設現地になり， 6月 7日か った く図6 .19) . その関も 体脊館内の避

っていったが， れた 1995年g 月初 日の時点

で， 50入が購っていた.

ポーツセンター 21日から引き続き として使われることに

決められており， 体脊館アリーナがl人l坤せ区画された(関ι20). また，

舘北側駐車場の一角にプレハプの炊事室2戸が建てられたが， 完成は21日よ

国6.1毒 自藷隊撤退後は被災した学校の共対運動場

となった陸上競技場(6 f.J 21 日)

図6.19 補助競技場で進む応急仮設住宅の建設

(6丹21 1:3) 
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第I部 避難所の実盤

国弘20 待機新として轄繍おれた王子スポーツ

センタ…主体育館の内部(8月21日)

国6.21 主子スポーツセンタ←体育棺お北側に

つくられたプレハブの炊事案(8丹21日〕

202 

り少し遅れた(詔6.20， その後， 10丹 かち少しずつ体育館の機能を部分的に再

開t 1996 年4月末に避難者がいなくなち， 地麗 から1年4 か月あまりたったS

J:3 31日に待機所が閉鎖された. 1997 5月現主， 補助競技場に応急仮設住宅

144 戸が磁っている目、外は， スポーツセンターの機能を間後している.

2. 各部分の遭難所およぴ持機所への機能転用状況

ポーツセンターがつけていた記載と現地調査をもとに， 避難所およ在

待機所として体脊結の建物内各部と陸上腿技場， 補助競技場， テニスコートな

どの外部がどのように転用されたかを整理した(表6.3. 思6.22)，

( 1 )身障者体背館

l階にあり， 玄関 かきの出入りι便利でおるが， 便所が離れたところに島り，

避難生活ゾー ンと管部ゾー ンむ交語が牛aじたと考えちれる.

開後も避難者が十数名鶏ったが， 4月;みまでに全員が退去した

くの主体育館

玄関脇の階段を上がった2 階にある. アワーナ とな今?

用便所， 入口前のホールとそこか ら出品れる広いパjレコニーなどが且期間の避

た. 1995年8丹21日から待機所になるのlこ舗えて，職員が1人1

押を諒WHこ床iこビニーjレテープで思画した(300人i反容入主諒育館は1996 i:J:: 4 

月8日， 身障者体育按に先立って営業を再開した.

(3)柔道

玄関から最も奥の2階にあり， 佑りゾーン

した専用的に控える裏口がある， 吾敷きであるな

れたと考えられるが， 遺体の死臭がlか月以上もとれなかったという. 約1

後に1 か月ほど学校利用に供された後， 199若年 3月l日 に営業を再開した.



第6整 避難所の形成から消滅までむ過程はおける諸問題

表6.3 王子スポーツセンターの避難所開設か込機能回議まセの過程

(【 1内は避難者数， 丸数字は関6.17の並置に対応)

95. 1‘17 昼過ぎに職員が駆けつけるが， すでに被災者が集まってい

避難所開設(主体育館， 身障者体育按).

柔道騒が遺体安I礎研になる(延べ328体).

睦仁続技場(Cl))が自衛i家基地・へ1)ボートになる.

[避難者数1，000人以上]

1 .28 水道が櫨!円する.

1 .30 避難者をブロック分けする.

2 . 1 絵食制捜関杭
2‘21 テニスコート

2 .24 ガスが笹18する.

3.1 

4.1 

4 .27 自謁隊撤去五

して模用(7.19まで).

4.28 補艶議技場〈告)が自申般用になるく6.7まで).

5.1 

6.1 襲上競技場(也)を学校運動場として使ffl.

6.7 補助競技場(骨)に霊長設住宅144戸を建設着工.

6 .15 プールの管業を開拾.

7 . 1 

8 . 1 

8 .16 陸上競技場(部)を地見が単朝使用開始.

8 .20 漉難所閉詰， 給食握11ート

8 .21 待機所としてスターヒ

9 . 1 

10. 1 パレ…兼テニスコ ー ト(盛)の営業を再開‘

11隆l

11. 5 剣道場・ トレーニング寝の営業を再開巻

12. 1 

96. 1 . 1 

1 .22 主体帯館・柔道場の学校利罵開始.

2.1 

3.1 柔道場の営業を再開.

4 . 1 

4.8 

4 幽末

5 .31 待機所開範

(4)剣道場・トレーニング宰

【723人】

【346人】

【253人】

【174人1

【164人〕

【113人1

【84入】

[50人1

【47人1

【28人1

[15人1

【7入】

【12人1

【12人】

【7人】

l欝百五関， ホーノレ， 口どー， 癌ß庁などが瀧難所ゾーンになったこともあり，

に減る 11月までずれ込んだ.

(5)陸t競技場

被Jjえした吊街地にある広大なオープンスペースであり， 白議離の救援基地と

してヘリポートやトラックの駐車場に転用された審 自衛隊撤退後は一時， 被災
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第I部 避難所の実態

ホ12

新態築(新建築社)， 1979 

年4丹�'， pp. 147-156. 
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思6.22 主子スポーツセンター各部の機能転用状況

し (凶6.18).

(引補助競技場

同痛隊撤退後l あまりは姐吊可能であったが， ち月7日から応急夜設住

り， 144戸が建設された なお応急仮設住宅は， 1997年 5 月

も全戸が残っている.

3. 王子スポーツセンター避難所iこ学ぶこと

ポーツセンターの持育館は， 以下のような趣旨で計画されている本12

( i ) 剣道場などの複合施設とし， 共用部

分はできるだけ集約する.

(品〉 同時に， 各ブ口ックの独守J性をできるだけ尊重して計声iする.

(通〉主体育館および身障者体育館は天井全面詰然採光方式を探帰する.

とくに( i )と(幻は， 避難所ゾーンと遺体安置所の陥離や体育館の段階的な

;機能回復にとって非常に都合がよかったe また， 状況の変化に応じて，

を臨機 応変に活用できたと，皆、われる.



第6 避難所の形成から諮誠までの過程における諸問題

そのほかに，

( i) 1978 

額であった.

よ あったが，

(ii)プールiこも太き担被害がなく， 張ってあった水が漏れなかったむで，

プ←んの71<を運んで水洗便所に偉うことができた. プーノレが体育鯨のすぐ

あったことも幸いした.

(組) 2鱈主持宵館に専用提訴があ与， また階段安時りるとすぐ玄関があるの

で， 主体育館とその現辺を完結して避難所運営することがで議九

(vi)日頃から市民のスポーツ活動の中心として広く認知されていた.

Civ)罷上競技場， 補助運動場， テニスコートなどの広大な空地があった.

などが， 主子スポーツセンターの利点、としてあげられる.

問題点としては， 今:'体育詰が2階にあり，

がかかったこと，小部謹がなく

ソフト

ったことなどがるげられようー なお，

しておちず， ここでほ省略する雀

* キ * 

神田高技体育館避難所リーダーの加藤寛氏をはじめとする避難者のみがた，

ボランティアの方がた，

に多大な協j]毛どいただきました. ここ

よび神戸市職員の方がたには，

して惑謝の意を表しま

(占村英祐〉

第5章のまとめ

ポーツセンタ…は， ともに建築の面積や空間構成に

ゆとりがあり， かっ講造や設備面の水準が高かったために， 災害時にも避難所

として十分機能した地域防主計画で避難所に指定する公共施設には， 長期間

避難所にな した配露が必要であると同時に，

けでなく， 非常時ι備えた建築計画と日常利用の関認についても検討して

おく必要があろう，

都高の犠造やライフラインが日然災害に強く， また生宅む酎火・

ければ， 大地震が襲っても選難所を開設する必要がなく， また開設されたとし

ても開設期間が伺か月にもわたることiまないはずである‘ しかし， 現在の街は

まだまだ地麗被害に対して紘弱であり， 公共施設が長期間にわたって避難所に

なる しておかねばならない.
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@ 

- 久 々 の 風 日 に 「生 き 返 っ たJ Ù 衛献が仮設 (朝 日 新聞 1/25/ :タ)

長設置 し た . PKO で、

カ ン ボ ジ ァ ι 出動 し た部隊が鷲朋 し た 風間 と 同 じ タ イ プ. 水瑚， ガ ス が止 ま っ

て い る だ け に， ひ と 風呂 あ び た 被災者た ち は r生 き 返 っ た よ う だJ. こ の rみ

う ら 温泉」 は一 円 ご と の男女交代制で， 地区 ご と に案内 を 出 し て 陸上 自 衛隊の

パ ス で送迎す る .

. 被災ベ ッ ト 王様 (朝 日 新聞 1/25/ タ)

約 1 ， 000 人 が灘離す る 四宮 市立中央体商館 t M さ ん (女 12)

は， 侮腕マ ノレ チ ー ズ告拙 い て臓で い る . M さ ん は周 り に間後 っ か う が， だれ

も 文句を い わ な い. 体育館 に は， 犬の ほか， ウ サ ギや ア ラ イ グ マ も 「避難J し

て き て い る .

・ 神戸市役所 1 階 ロ ビ ー に は， し ば犬がい る .

・ 兵庫県 な ど は 24 日 ， 動物救諦本部を つ く っ た.

r組難 の 邪慨 に な る 而倒見 怒 れ な い J ι 安楽死告頼ん で く る 人 も 仙 な

く な い.

. 避難所で老人 24 人死亡 (神戸新聞 2/3/ タ)

お年寄 り た ち が， 風邪や持病 を悪化 さ せ， 死亡す る ケ ー ス が相次 い で い る .

共同通信社が神戸市内 の 救急指定病院 な ど約 50 か所を調査 し た結果， 避難所

か ら 謹 ば れ た病院やi陛難所で死亡 し た 65 融以上 の お 年明 り は， 3 日 ま で で計

24 人 に 上が っ て い る . 半敵以上 の列閃 は肺決だ っ た剛

. :炊 合 出 し や め な い で 向 衛 隊 1: (師 日 新聞 2/10/ タ)

温か い ご飯 と み そ 汁 を食べ続 け た い一一一震災 に よ る 犠牲者が神戸市内で最 も

多 か っ た東灘 区 に あ る 10 か所の 主要避難所で 自 衛隊 が地震発生直後か ら 実施

し て い る 炊 き 出 し が 12 日 か ら 中止 さ れ る . こ れ に対 し ， 7 下人近 い 避難所住

民 の 多 く が反発， 住民代表が 10 日 午後， 同院の災害対策本部 に継続 奇 申 し入

れ る . 炊 議 出 し し た神戸 市が r食料 の筑波供給が可怖 に な っ たJ と 断 つ

た の lこ 対 し ， 避難所 の住民 は 「水道 も ガ ス も 復 旧 し て い な い状綿で は， 炊 き 出

し 中 止 は死活問題」 と 反発 r 自 分 た ち で炊 き 出 し がで き る 準備が整 う ま で，

当面続 け て ほ し い 」




